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に対して mi31mF) の双 1 次形式
よ(l) (2) 
~. a,jX[ Xj 

1';三1

雑

をí'fるという ;0:味である) これは L. Gårding が示し

たように，次のI'U'{をもっ
10 Pdﾀ(1) ， λ(2) ， "'， λ([) ) 

孟 (P，(λ(1')) , . (P，(λ山))' ...(P，(λ(1))) I 

2' J二式において等号が成り立つのは， λjy!λif ，
ピf のごつずつが比例するとき，またそのときにか

ぎる.

さて，切らかに

Pt_\ ,\=PdÀ , "'， λ!λ') 
ー

であるから，性1'1 10 により

Pt-\ol 与 (P，(λ)) , .(P，(λ')) 1 

となる そこで 5 の性質 1 の仮定，すなわちいまは

p/ ,o=Po ,/ 

がliI(り立っとする. (4) により

(5) P，(λ)=P，(λ') 

となるから

Pt-\ ， \~Pdλ') 二Po ，/

ゆえに世'[1 1 が成り立つ 次にl'I: 'I'l 1 の仮定，すなわち

t式で等号が成り立っとする，世 n 20 により

λ!k=Pλ品 (1' >0)

となる これを (5) に代入して，少なくとも一つの H，

が O でなければ 1' =1 となり，結j吊 λ，k=λf.・すなわら

目白 2 が成り立つ (すべての H，ニ O なら， IIt の定義か

ら， -，べての l/k ， =O となって矛盾である)

7 以上でわれわれの定理は証 I>>J できたことになる

すなわち， 5 でのベた目白 1 ， 2 をもっ岡部(F があるか

ら， 5 の予断定却によってI白ちに定Qliがえられる.

1111 而が compact でなくて抗界をもっときにも，

Stokes の公式を用いて同慌の定.ÐJ1が成り立つことがわ

かる

さらにサこれまで用いた H， に附して

H，(tHrι ， α+β>0 ， α注 0 ， βミ0
が，あたえられた convex ， closed hypersurfacc Mn 上

で一定自在であれば， X は超球であることが示される

このように， convcx , closed hypersudace 1\!I~t !l)主

1I11'i-('I'i�" l/k" l/k" "', l/k n の|日lの間々の多喜l式をあた

えることによって ， M恨の口gidity が証明jされるのであ

るが，その代りに主 1111 )ド k\ ， k2 , "', kn そのものに凶 F る

歩引式をあたえて M仙の rigidity を論ずる己主は，和

H;の方法がないわけではなかろうが，まだ成功していな

いヒうである (松本誠・沌沢川二・後藤雌三記)

第 3 回微分幾何学シンポジウム

1957 :í了 3 月名古屋大学で聞かれた会での決定によっ

て， ~n 31日l微分幾何学シンポジウムは， 19日年 3 月 27
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日から 3 日間岡山大学理学部数学教室において行なわれ

た 参加者は主として東北 :W京，名古屋，京都，広
ん九州大の人達と y 阿山大数学教ヨヲの祈教官を合わせ
て 40 数名で1 国立大学入試W2 別校の試験のすくあ主

のせいもあり剤1;lllj大学におられる方述があまり参加でき
なかったのは残念であった 参加者が1[72かい岡山を予想
して米られたのに，あいにく 27 日から辺、に京い気倣に

変り会場でEJえるようなことになったのは，主1111佼とし

て 1-1] LfiRけなかった.

28 日の夜にはWdll.i大学内の叫 t市幼品川宿合体;;:j クラ

プにおいて懇親会が行なわれ， 32 人がI.l:\JrW した. t(} 3 日

の午後主ヘ lìíî回の参会者多数の希望i芯!見に従って観光の
ためにあてたが1 主催校として計四したか政市大阪美術
館の見学には 17 名目人述が参加した.また， Ijl立公協l

m羽山方面の観光に出か[うた人もあった
なお次回のシンポジウムはy 来年の者広山大学におい

て聞かれることに決定した.

以下に各排出のアプストラク l を記しておし

首rn 日

1 岩田i長陛 Ol!大)， 1正約な総型宍リ -~tについて
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E. Cartan の有名な論文 (Les groupes projectifs conｭ

tmus 1白1s qui ne laissent invariante aucune multiｭ

plicit� plane , J. Math. Pures App1., 10 (1914) , 149-

186) の紹介で，半単純 Lic 訴のー般的考察によってl立
者のわかりにくい而を改良し近代的な表現によってWfF;止

した

災Lie J);t g の尖i児約表現 d の複卦;化 d' が既約のと

き ， d をW-Dlという，また d' が可約のときは dC=P

+戸となるような互いに複京共役な桜来既約表現 P ， /)が

ある.このとき d を第二虹l とし、う 逆に複京l児約表lJl P 

に対して川記のな味の d があり，それぞれに応じて P

は抑-jJt m二百!であるという 従って g のあらゆる%

1児約表現を求める rg-JJliiは，。のあらゆる複;liJlé約表現を
求めそれが却-ftiか筋二五日かを決定する 11日胞になる g 
の恨法を u とするとき， [g , t] は Q のí1.ìI の完全可約表
現によって O にりされるから g の代りに g/[O ， t] を考え

れば十分である それで Q は単純Lic Jh'1の直利。=gt+

+9，としてよい. 0 の桂1卦， 1見約表現i'は，釦の複才;既
約表現 Pi ， i=1 , 2..... , r , のテンソル和 p=p\ω @ん

として表わされる 一般に自の複お既約表現 P が P と同
iK[のとき P を 1'1 己共役という このとき pJ=Jp なる行

列IJ J -t JJ=d (c は尖数で c宇0) なるものがある clicl 
=ε 古 P の指数という すると P が抗ー烈であることと

ρ が自己共役で桁数=1 なことが同値となり 9 また g が

前記のように g=r!J十 十島のときには P~ρ と円~内，

i=1 , 2 , "'， r ， とが問f自で ε=ε1ε2'''er となる 結}~j 9 が

.lì't純， ~I': lìí.純の場合を l悶べればよいことになる しかも

0 が '1'単純のとき， !)を Cartan 部分加として， gc の V

にl叫する恨の基本系に対応する既約表現の基本系の団民
主 1 これらのl正約表現の故防の weights ,l: 9 の任怒り
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既約表現 P の最高Q) weight との関係に関する基本定理

を導き，これによってはじめ白問題を解決すればよいこ
とを示した.詳しくは Nagoya Math. J. , 14 (1959) の

同氏の論文参照

2 野水克巳(名大) : Holonomy and jsom~tries. Ho 

mogeneous space M = G I H が reductive，すなわち

g=L(G) , I)=L(H) に対して，

g=[J+m , 0= 均 nnt ， ad(H)11t=m 

なる m があるとき ð;出演者によって第一種目 canonical

a伍ne connection とよばれた接続が Riemann 計量から

噂かれているとする.このような空間の holonomy群に

関する B.Kostant (J)最近の研究 (Trans. Amer. Math. 

S凹'. 80 (1955); Proc. Nat. Acad , Sci. U. S. A. , 42 

(1956) , 1, II) の紹介と， さらに Kostant の Nagoya

Math. J. , 12 (1957) 広域った研究， GjH の前記のよう

な自然な Riemann 計盈にかぎらず，一般に G で不変な

計量 C を考え，その holonomy 群苫 (C) ， restricted 

holonomy 群 ;:;;， (C) の性質，特に de Rham の分解につ

いての相互関係に関する諸定理を紹介した最後に，
伺じく Nagoya Math. J. 0) 13 (1958) に載ったH.c. 
Wang の principal fibre bundle {P, S} における G­

invariant な接続に関する結果，すなわち ， P で Lie 群

G が transitive に operate しているとき ， P において G­

invariant な後続ω と或る種の線型写像 v ・ 8→>=L(S)

主の聞に一対ーの対応があること， G-invariant な接続

に対して平行移動と G とから定義せられ，講演者が定

義した群町拡張にあたる Lie 群 d とこの接続の holo.

nomy 群に関連した定理等を解説した.

3 大槻富之助・田代嘉宏(岡山大) 線索空聞の ho

lonomy 群と変換群について 前者は総素空間の擬似接

続論を holonomy 群の立場から説明し，後者は Finsler

空間と Cartan 空岡田運動群に関する初演者の得られた

結果について述べた.匁次元多様体Z の tangent bundle 

T(æ) , tangent sphere bundle s(æ) とし， S(車)0)擬似

接続 F を T(苫)のそれで考察した，車白閉曲線のみ用い

て定まる r の homogeneous holonomy 群を Hr ， S(x) 

の閉曲線から定まるものを Hr とする r が S(æ) に定
める type (1 , 1) 0)テシソル Ør が同型写像を表わすと

き ， r は亘則であるという 正則な任意の接続 r に対

Lて Hr=Hr' となるような正ftljな接続 r' がー芯、に定

まり (rγ =r' である A田ne holonomy 群 AHr に対

Lては， Ør により「から誘導される接続を rJ で表わ
~ 'G, r*= (r<1)' と置くと AHr~AHr'" となり，しかも

Hr""H.円となる r=円である正則な接続を a-proper
とよべば，正則な接続 r に対応する rキは a-proper で

あって， Finsler 空間で有名な Cartan の接続が a-pro

per であることなどを詳しく述べた.

第 2 日

4 佐々木工E夫，鈴木治夫{東北大) :閉測地線につい

て.n 次元の compact，徴分可能な多仇体M上で定義
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された微分可能な函数 f について(J) critical point 白理

論L それに準じて論ぜられる compact な Riemann 多

様体上の閉測地線に関する M. Morse の理論をできる

だけ幾何学的直観的に紹介した.空間や群の direct
system, non-oriented circular connectivities (mod 2) 

等の概念がいかに自然に，しかも必然的なものとして導

入されたかを説明し，また画数の critical points の set

0) type 数と Betti 数に関する Morse の不等式や criti­

cal points の最小個数の評価に対する式の類似が閉測地

線に対しても成立することまでを佐々木氏が述べた.鈴
木氏は circular connectivities についての核近の結果

を， R. Bott の研究に基いて紹介し， n 次元球面のそれ

についても詳'J，<説明した.

5 森本明彦(名大)・ Complex fibre bundle における

connection について Complex structure と connec­

tion に関連した結果で主に J.L. Koszul によるものを紹

介した.Mを base ， G を structure group， π を pro­

Jection とする C"'-principal bundle P(M， G ， π) におい
て， a (G ~i干対応する right transl'ation を Ra， XE 9 

=L(G) が定める P上の vertical vector field を X. と

する目命題 G が complex Lie 群で， Mが almostcomｭ

plex manifold, 1.11 をその almost complex structure 

とする.P上に connection form ω が与えられたとき，

P上の almost complex structure 1= 1，ω で次の条件を

みたすものがただ}つある. 1)ω は I について type

(1.0) , 2) IM."=π I， 3)JX=(〆-1ω (X))~ (X は

m での vertical tangent vector) , 4) [. Ra= Ra. 1. 定
理 P叫I.G ， π) が complex analytic 白とき，その com­

plex structure 11'に対して [1'=んとなるような con­

nection form ω でそり curvature form .Q 0) type (0 , 2) 

の component .0，0 ， 2=0 となるも白が存在する，逆に

P(M， G ，") で M が complex analytic , G が complex

Lie 群， ω が P 上の connection form で .QO ， 2=0 であ

れば，んは complex structure で P(M， G ，，，) は com・ i

plex analytic bundle の structure を持つ.これらの諸

定理を説明1..，さらに共変徴分 D=D'+D" (complex 
arialytic なときむ自然な分解)と β の type (1.1) の成

分に関する諸性質について述べた.

til3 日

6 山口 市(広島大)・ Geodesic space について. 0-

connection を持った連続変換群。空間において，無限小

変換の族が totallygeodesic subspace を生成するための

条件がLie triple product [[Xj , XjJ. X.，，] についてこり

抜が閉じていることであるという E. Cartan の定理から

はじめ，一般擬似対称空間を介して，より一般なLie

triple system Vを定義したこの Vに対して standard

enveloping Lie algebra とよばれるLie 代数 L で，

L=V+D. VnD=O , [V， D]三V， [D， D] S:D仇

であるようなものが同型を除いて}意に定まることを述

べた.V と L との関係，たとえば
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V(In==[V, V(ト 1) ， V(k-I)]+ V(k-l)0 ytk-l) (l~=1 ， 2 ，...) homology 代数の初めからM近の話組に五るまでを前潔

と ffいて ， V'的 ~O となる%があるとき V は可解であ にM官lよくまとめたもので，終りには感嘆のjiiがもれる
ると定義すれば， v が可解なとき L はLie 代放とし 程であった氏の~b~ ií.Îiは口ng R， さらに一般にそのイ
て可解であり，また L が (sem i) simple ならば V も デアル 111 による quotient ring R/m の R-algebra によ
general Lie triplc system として (sem i) simplc であ

る悼の消関係を詳しく述べた.

なお以上の特別説的のほかに，第 2 日の終りに次の-

1J2:，il'lj山iが行なわれた

凹畑不三夫 o;um学芸大) : Riemann 笠 I L-lJの無限小変

形 tensor g加~ag同(1.叫 / at の江J 2 次共変微分係数

glm 叩のな，主について大槻'，':í之助記)

修学院セミナ-

lIomology 代数および整数論一一一

谷口数学jJ，&照会の W41日lセミナー (1958) は京都京n紡

作学院抗で 10 月 22 日より 10 月 24 日空で ιHomology

r，紋および税数論'主いうテ マで淡中段授を中心に行

なわれた IllNjli:~'は北より伊政男(北大)句淡'I-l}ι fi!1，向

情禿- (~dヒソ、)，河川政法，玉河f百九跡的源二郎(京

大).服部II{{ (京京教育大)， tfJ fJ(述(武蔵工大).都筑俊

郎，久保田山珂L 古川平 I丘(名大)， 戸田宏，松村英之

O;U，)，浅野啓三，小野:r，原 III"t (大阪市大)， lli本半

ー(九大)の 17 名で，プログラムは谷山政氏の病気欠!日;

下もあり多小変更されて次のようになった

22 日午前 10.00-12.00

服部 nPt : Homology 代数学の二三の而について
午後1. 30-5. 00 

都筑俊郎射J;~力11昨について，

松村英之拙忽代数幾何学における cohomoìogy

部の幾何学[自由貿，

伊藤 升， 11限群論での二三の話題について.

23 日午前 9.30-12.00

市須述。 Supplemented algebra の relative

homology, 
戸田宏: Stecnrod algebra. 

午後1.30-4. 00 

原田 学部および多元J)，，1の dimension ，

玉何恒夫 代数体」二定手宣される代数1llの弛激論.
24 日午前 9.30-12.00

í~i 橋秀一 Homotopy 1i'fの導入について，

小好 苧代数併のキTJlU指傑と l件数定胆
午後 2.00叫 00

久保田町脱悶子聞と nonn 剰余記号，

山本宇一。問所知休論の~Wj成法.

かなり胤り沢山に見えるが!休flftu~'ml~rも十分にとり，

涼しみながら!このフログラムを完了することができた
以 F ，IIWiWのあらましを紹介しよう.

まず homoJogical algebra に閃するものは服部，都

筑‘日ゐ須，貯:田のim氏のもので，服部氏は中山教佼より
指せられた ι 斤文'の代前:から始められた この序文は
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る frcc resolution の出成):\1旭と， rclative cohomology 

の二つに話題をしぼり，J'il近の結果までわかりやすく説

明されたもので，ことに前者は間l~.な idea にもかかわ

らず， Bctti 放の ~ff側や Abel Kf'の complex の限Wl化に

応用され見可J~な結果を生むのには惣ろかされた

i(GjJil1Cのは氏独43 の方法で relative homology を定反

するのであるが?これと Hochschild 等との関係はj服部

氏の市出でのべられた.特に応用として non-normal

な J広大体に|到する似体論の。終結í.ËJ1dl' が cohomology

命的に出されるのは而白いと思った.

!Jlr w 1'(;は dimcnsion に|則する多くの品ji:!l~を!l1.( Vfi よく

却された.これは中山教J呈り， fi:文'の解説でもあった

百11筑氏のjvt仰は名大でílJられた結果由利介で， G を p

次 cyc1 ic group , Z[G] をその右nli1i件数以 Z上の group

nng とするとき， Z[G]-projcctive で free でない mo

clulc が円分休 Q( ~'IT) のJJt放 h より 1 少ない放だけあ
るとし寸話で， 1i'(: G の 1i~そ数表現主のwr係から Hl したもの

である.指数去現は Speiscr の木と Dieclerichscn の論

文 (Hamb. Abh. 13) がある位の未聞の分野で，被京支

!J! (11m!'ι点点)，. modular 表現(有限来}~.u 1// の local 表
現より in the largc の表現としての供数表現とは考え

られないだろうか.

代数昨の~i~激論は玉河，小野の両氏により JI，ni;され，枇

も大きな興味が持たれたのではないかと jE う Levi 分

解に従って，ま河氏は simple group，小野氏は solvable

group と分かれた G を代数数休 kJ二で dcfine された

algcbraic group とすれば，その 'p 進拡大 ， G~l が1m:、

の来/，\ p で定義され. idèle' が定義されることは l当然

であろう.それに位相を入れること， Haar measurc が

はいること等は数休とほぼ同じといって良いであろう

このとき G は iclèlc group G の discrcte subgroup 主

なる そのとき homogencous spacc GjG の volumc

v(G/G)<+∞予が玉河氏の話Jmで，ヨ、例ではMI!j出数に

なっている.また多くの場合 (SL(n). Sp (2 n). O' (n ), 

Spin (n) , PL (n) ~~)は covcnng の枚数になっているが

反例もある これらは Siegel の 2 次形式に I則するー述

の研j允から何られるのであるが玉河氏は村に PL(n) の

ときに v(G/G} ~n となることを Siegel のit，果に rcduce

する考えで災際に証明された

小町民は solvable に限定して これが代数数体の直

接の肱張になるとの見地より， 'Dirichlet の I件数定1m'

を証明された この立l問点から円十円ー1 をながめると

而白いことを氏独特のユーモアを交たて ;ji1!された
Sicgel の 2 次形式論が sìmple group の放論とすれば。

代数群を考えることにより Gauss 以来分岐した代数体

論と 2 次形式論ぶまた Levi 分解で統ーされるわけで，
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